
市
民
連
合
共
同
代
表
の
宇
都
宮

健
児
氏
、
世
話
人
の
平
山
誠
一
氏
、

東
海
奈
津
子
氏
と
新
婦
人
の
木
村

登
美
江
氏
が
マ
イ
ク
で
訴
え
。

宇
都
宮
氏
は
、
国
連
憲
章
を
一

番
守
る
べ
き
常
任
理
事
国
で
あ
る

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
し

て
お
り
、
こ
れ
に
便
乗
し
た
日
本

国
内
で
の
、
軍
拡
、
敵
基
地
攻
撃
、

核
共
有
、
憲
法
９
条
改
定
の
動
き

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
「
軍
拡
は
緊
張

を
激
化
さ
せ
て
戦
争
の
危
険
が
高

ま
る
だ
け
。
日
本
は
戦
後
、
憲
法

９
条
で
専
守
防
衛
を
貫
い
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
平
和
が
保
た
れ
て
き

た
」
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
自
民
党
は
防
衛
費
を

増
額
し
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
を
主
張
。

増
額
す
る
５
兆
円
で
大
学
授
業
料

や
給
食
費
は
無
料
に
、
年
金
は
年

12
万
円
を
上
乗
せ
で
き
る
」
「
参

院
選
で
憲
法
改
定
を
主
張
す
る
議

員
が
3
分
の
2
を
超
え
た
ら
憲
法

改
正
の
発
議
が
で
き
る
。
改
憲
を

許
さ
な
い
議
員
を
送
り
出
そ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
は
５

月
28
日
、
「
江
東
区
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
」
学
習
会
を
江
東
区

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
今
年
３

月
に
11
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
た

「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
問
題
点

と
今
後
の
江
東
区
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
岩
見
良
太
郎
氏
（
埼

玉
大
名
誉
教
授
。
都
市
工
学
）
が

講
演
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
「
民

間
主
導
・
大
規
模
開
発
一
辺
倒
」

の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
と
分
析

し
、
問
題
と
な
る
３
点
を
指
摘
。

「
最
重
要
課
題
が
浸
水
対
応
型

ま
ち
づ
く
り
の
は
ず
だ
が
、
こ
れ

を
最
後
尾
に
し
て
、
重
点
戦
略
の

最
初
に
大
規
模
開
発
に
つ
な
が
る

課
題
と
し
て
『
地
下
鉄
８
号
線
延

伸
』
を
持
っ
て
き
て
い
る
」
。

「
そ
の
一
方
で
、
前
の
プ
ラ
ン

で
は
１
６
３
頁
あ
っ
た
『
住
宅
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
を
廃
止
し
て

『
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

（
住
宅
部
分
は
13
頁
の
み
）
に
吸

収
し
て
し
ま
っ
た
。
住
宅
を
無
視

し
て
都
市
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
驚
く
べ
き
こ
と
だ

し
、
住
宅
政
策
の
弱
体
化
に
つ
な

が
る
」
「
身
近
な
生
活
圏
か
ら
出

発
す
る
『
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り
』

の
視
点
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
」
な

ど
、
重
要
な
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

正
保
み
き
お
区
議
団
長
は

「
『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
は
３
年

間
か
け
て
進
め
て
き
た
が
、
区
民

の
意
見
を
反
映
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
な
い
。
実
行
段
階
で
区
民
の

意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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６
日
に
梅
雨
入
り
。
梅

雨
寒
で
雹
が
降
っ
た
と
こ

ひ
ょ
う

ろ
で
は
、
農
作
物
や
家
屋

な
ど
に
被
害
を
お
よ
ぼ
し

ま
し
た
▼
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
は
１
０
０
日

を
超
え
て
、
７
日
の
日
米
首
脳
会

談
で
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
並
み
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ

２
％
の
日
本
の
軍
事
費
増
を
約
束

し
、
早
速
、
５
年
間
で
の
達
成
が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
▼
一
方
、

経
済
財
政
政
策
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
異
次
元
の
金
融
緩
和
に
固

執
し
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
で
国
債
ブ
ー

ム
や
円
安
・
株
高
を
す
す
め
ま
す
。

岸
田
首
相
の
「
新
し
い
資
本
主
義
」

の
正
体
は
、
国
民
の
金
融
資
産
を

投
資
さ
せ
「
国
民
総
株
主
」
に
よ

る
軍
需
産
業
の
国
産
化
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
▼
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
は
、
世
界
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
な
ど
の
不
足

を
も
た
ら
し
、
イ
ン
フ
レ
で
暮
ら

し
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

輸
入
に
依
存
し
て
き
た
日
本
で
は
、

経
済
低
迷
で
円
安
と
な
り
、
１
ド

ル
１
３
５
円
台
を
記
録
。
輸
出
大

企
業
は
大
儲
け
で
し
ょ
う
が
、
軒

並
み
物
価
高
騰
が
暮
ら
し
に
襲
い

か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
世
界
で
は

87
か
国
・
地
域
が
消
費
税
（
付
加

価
値
税
）
を
減
税
し
て
い
る
の
に
、

日
本
で
は
、
年
金
は
減
り
賃
金
は

上
が
ら
ず
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担

倍
化
…
誰
も
が
怒
り
心
頭
の
悪
政

で
す
▼
自
民
党
の
安
倍
元
首
相
や

高
市
政
調
会
長
は
、
こ
ん
な
時
に

軍
事
費
10
兆
円
の
財
源
を
国
債
で

と
言
い
だ
し
ま
し
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

２
・
５
倍
の
財
政
赤
字
（
国
民
１

人
当
た
り
１
千
万
円
）
な
の
に

「
後
は
野
と
な
れ
…
」
で
す
。
９

条
改
憲
で
「
戦
争
す
る
国
」
づ
く

り
の
自
公
維
に
よ
る
野
望
を
許
す

の
か
、
平
和
と
暮
ら
し
を
守
る
政

治
に
転
換
す
る
の
か
、
参
院
選
が

も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

５
月
24
日
、
共
産
党
区
議
団

は
山
﨑
区
長
対
し
て
「
物
価
高

騰
か
ら
区
民
の
暮
ら
し
と
営
業

を
守
る
緊
急
要
望
」
を
行
い
ま

し
た
。

物
価
高
騰
が
区
民
生
活
を
直

撃
し
、
う
ど
ん
屋
さ
ん
は
「
コ

ロ
ナ
で
お
客
さ
ん
が
減
っ
て
さ

ら
に
原
材
料
費
が
上
が
っ
て
も

う
限
界
」
「
20
〜
30
円
の
値
上

げ
で
は
追
い
つ
か
な
い
」
と
悲

鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

共
産
党
区
議
団
は
、
国
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
や
区
の
基

金
を
活
用
し
、
物
価
高
騰
か
ら

区
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る

た
め
、
９
項
目
の
緊
急
対
策
の

実
施
を
要
望
し
ま
し
た
。

要
望
し
た
主
な
内
容
は
、

◇

学
校
や
保
育
園
の
給
食
食
材

の
高
騰
分
を
区
が
負
担
す
る
と

と
も
に
、
学
校
給
食
費
の
無
償

化
を
検
討
す
る
こ
と
。

◇

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
を
速
や
か
に
実
施
。
ま

た
、
所
得
制
限
や
一
部
負
担
金

の
導
入
は
行
わ
な
い
こ
と
。

◇

中
小
業
者
の
店
舗
等
へ
の
家

賃
助
成
や
、
駐
車
場
代
な
ど
固

定
費
に
対
す
る
補
助
。

◇

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
高
齢

者
世
帯
等
に
対
し
、
エ
ア
コ
ン

の
設
置
費
用
の
助
成
。

◇

国
に
対
し
、
消
費
税
の
減
税

と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中

止
を
求
め
る
こ
と
な
ど
で
す
。

区
長
は
「
給
食
費
の
補
助
は

や
り
ま
す
」
「
中
小
企
業
へ
の

支
援
は
担
当
課
に
検
討
さ
せ
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
学
校
給

食
の
食
材
高
騰
分
へ
の
助
成
が

実
現
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
か
ら

区
民
の
暮
ら
し
と
営
業
守
る
施
策
の
拡
充
を
！

共
産
党
区
議
団
が
緊
急
申
し
入
れ

江
東
市
民
連
合
が
亀
戸
駅

頭
で
ア
ピ
ー
ル
行
動

江
東
市
民
連
合
は
６
月
５
日
午
前
、
亀
戸
駅
北
口
で
ア
ピ
ー
ル
行
動
。

横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
を
並
べ
て
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
の
悲
し
み
を

想
像
し
よ
う
」
「
憲
法
９
条
は
最
大
の
戦
争
抑
止
力
」
な
ど
の
文
章
を

カ
ラ
ー
印
刷
し
た
チ
ラ
シ
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
２
４
０
個
を

配
布
し
な
が
ら
「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全
国
署
名
」
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
参
加
者
は
同
市
民
連
合
の
世
話
人
、
賛
同
人
の
ほ
か
下
町
亀
戸

９
条
の
会
、
新
日
本
婦
人
の
会
か
ら
20
人
。

江
東
区
労
連
は
５
月
29
日
、

コ
ロ
ナ
禍
を
配
慮
し
て
代
議
員

数
を
減
ら
し
定
期
大
会
を
東
京

土
建
江
東
支
部
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

活
動
報
告
で
は
「
憲
法
９
条

を
守
れ
」
の
た
た
か
い
と
共
に
、

コ
ロ
ナ
を
口
実
に
非
正
規
労
働

者
の
雇
い
止
め
や
正
規
社
員
も

含
む
賃
下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

の
相
談
を
受
け
、
雇
用
保
険
の

運
用
改
善
な
ど
の
成
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

区
内
の
共
同
を
広
げ
、
江
東

区
で
働
き
生
活
す
る
仲
間
と
の

要
求
実
現
の
た
め
に
全
力
を
挙

げ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。



緊
急
学
習
会
が
６
月
９
日
、

「
江
東
の
教
育
を
考
え
る
会
」
主

催
で
開
か
れ
ま
し
た
。
初
め
に

吉
岡
潤
子
さ
ん
（
元
公
立
中
学

校
英
語
教
員
）
か
ら
概
要
と
問

題
点
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

都
教
委
は
、
東
京
都
中
学
校

英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト

（
学
習
達
成
度
学
力
テ
ス
ト
）
の

結
果
を
都
立
高
入
試
調
査
書
に

活
用
さ
せ
る
計
画
を
進
め
て
お

り
、
テ
ス
ト
は

11
月

27
日
で

す
。
受
験
生
を
会
場
に
集
め
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
よ
り
問
題
を

提
示
、
音
声
で
回
答
し
録
音
、

こ
れ
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
る
ベ

ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
（
学
力
評
価

研
究
機
構
）
の
組
織
が
採
点
し

ま
す
。
そ
の
得
点
を
調
査
書
点

に
換
算
し
ま
す
。
事
業
主
体
は

都
教
委
で
す
が
、
運
営
主
体
が

ベ
ネ
ッ
セ
と
、
民
間
に
丸
投
げ

の
形
態
で
す
。

問
題
点
の
第
一
は
、
評
価
方

法
が
不
明
瞭
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
あ
る
生
徒
へ
の
対
応
の
不
備
、

不
受
験
者
の
扱
い
、
機
器
の
ト

ラ
ブ
ル
発
生
な
ど
評
価
の
公
平

性
、
公
正
性
へ
の
疑
問
。
第
二

に
、
家
庭
の
経
済
格
差
が
学
力

格
差
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
疑
問
。
第
三
に
、
一

私
企
業
へ
個
人
情
報
が
提
供
さ

れ
る
こ
と
へ
の
心
配
な
ど
が
あ

る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

す
で
に
５
月
９
日
に
は
、
元

文
部
事
務
次
官
前
川
喜
平
氏
や

宇
都
宮
健
児
氏
、
英
文
学
者
ら

が
実
施
中
止
を
求
め
る
緊
急
ア

ピ
ー
ル
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

江
東
区
で
は
、「
区
政
を
考
え
る

会
」
か
ら
実
施
中
止
を
求
め
る

陳
情
が
区
議
会
に
提
出
さ
れ
て

お
り
、
実
施
中
止
を
求
め
る
声

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

来
賓
の
年
金
者
組
合
東
京
都

本
部
の
小
澤
満
吉
委
員
長
は

「
物
価
が
既
に
４
～
５
％
上
が
り
、

消
費
税
は
そ
の
ま
ま
で
低
額
年

金
者
も
高
額
年
金
者
も
一
括
し

て
下
げ
る
と
は
ひ
ど
い
仕
打
ち
。

欧
米
や
韓
国
で
は
賃
上
げ
が
進

ん
で
い
る
が
日
本
だ
け
上
が
っ

て
い
な
い
。
都
本
部
へ
も
怒
り

の
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
若
い
年
代
の
会
員

も
増
や
し
、
世
代
交
代
も
進
め
、

年
金
問
題
に
応
え
ら
れ
る
組
織

に
し
て
い
こ
う
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

あ
ぜ
上
都
議
は
「
80
代
の
人

か
ら
仕
事
を
紹
介
し
て
欲
し
い

と
相
談
が
あ
る
。
生
活
が
苦
し

い
人
が
多
く
、
年
金
者
組
合
が

要
求
す
る
『
最
低
保
障
年
金
』

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
と
実
感
し

て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

議
案
な
ど
を
報
告
・
提
案
し

た
松
渕
秀
美
事
務
局
長
は
、
江

東
区
の
高
齢
者
の
実
態
に
触
れ

る
中
で
、
２
０
２
２
年
５
月
１

日
の
住
民
基
本
台
帳
で
は
65
歳

以
上
は
11
万
２
千
人
余
で
21
・

34
％
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
１

人
世
帯
の
割
合
は
２
０
１
９
年

12
月
調
査
で
24
・
３
％
、
夫
婦

２
人
暮
ら
し
は
39
・
５
％
と
増

加
し
て
お
り
、
孤
独
死
も
東
京

23
区
で
２
０
１
９
年
１
年
間
だ

け
で
４
万
２
３
８
３
人
と
２
０

０
２
年
の
３
・
１
倍
に
増
加
と

紹
介
し
、「
高
齢
者
が
暮
ら
し
や

す
い
環
境
整
備
と
独
居
老
人
対

策
は
急
を
要
し
ま
す
」
と
力
を

込
め
ま
し
た
。

今
後
の
「
支
部
の
活
動
と
要

求
」
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛

し
て
い
た
多
彩
な
サ
ー
ク
ル
活

動
の
再
開
を
は
じ
め
「
楽
し
く

元
気
の
出
る
支
部
活
動
」
を
確

認
し
、
新
会
員
を
10
人
増
や
す

こ
と
も
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
コ
ロ
ナ
に
追

わ
れ
る
中
野
保
健
所
密
着
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
広
が
り
始

め
た
２
０
２
０
年
初
夏
か

ら
21
年
３
月
ま
で
の
10
か

月
間
、
宮
崎
監
督
ら
が
保

健
師
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

過
ご
し
、
公
衆
衛
生
の
最

前
線
で
必
死
に
闘
い
続
け

て
き
た
保
健
所
職
員
た
ち

の
過
酷
な
現
場
の
葛
藤
と

苦
悩
、
奮
闘
を
リ
ア
ル
に

描
い
た
作
品
で
す
。

一
日
に
３
０
０
本
を
超

え
る
電
話
に
、
一
人
ひ
と

り
の
症
状
を
確
認
し
な
が

ら
医
療
崩
壊
、
病
床
逼
迫
の
中

で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
病
院
を

必
死
に
探
す
保
健
師
た
ち
。

い
つ
収
束
す
る
の
か
見
通
し
も

つ
か
な
い
中
で
「
救
え
る
命
は

一
人
も
見
逃
さ
な
い
」
と
、
今

も
保
健
師
さ
ん
た
ち
の
奮
闘
は

続
い
て
い
ま
す
。

こ う と う 民 報 ２０２２年６月号 №２０８ －２－

改
訂 抄

歌川国貞、本名角田庄蔵は、1786(天
う たがわ くに さだ

明6)年に生まれ、本所五ツ目（五の橋）

の渡し場付近に住んで五渡亭と号しまし
ご と て い

た。それは竪川の渡船の株をもっていた

からとも、友人の大田南畝が選んだとも
お お た な ん ぽ

いいます。のちに国貞は亀戸天神の門前

に移り、さらに柳島に転居しました。

国貞は若くして初代歌川豊国の弟子と
と よ く に

なって、その天分を認められました。役

者の似顔絵は師にまさり、美人画で独自

の境地をひらきました。そして、生涯に

多くの作品を描き、商品にすることに成

功したようです。

彼の「役者見立、東海道五十三駅」は、
み た て

版元の店先に高張提灯を立てて売り出さ
はんもと たかばりちょうちん

れ、流行唄にうたわれ、「浮世絵と言へ
は や り う た

ば国貞に限れり」と書かれたほどです。

1844(弘化元)年、師の名を継いで「二

世豊国」と称しますが、他に二世豊国が

いたので実際は三世でした。翌年には、

髪を剃って肖造と称して歌川派の中心に

なって活躍。読本などの挿絵や版画の仕
よみほん

事は、版元とくんで多くの門人に職を与

え、歌川派は浮世絵界に君臨しました。

しかし、国貞に対する評価は分かれま

す。「・・・彼の猫背の末期美人画を見

ていると、封建的圧迫の下に委縮して健
い し ゅ く

全な発達をとげることができず、いじけ、

ゆがんだ江戸町人文化の本質がうかがわ

れる感じがする」(高橋誠一郎）に対し

て、「体制的な史観から見れば、俗悪と

も混乱とも見える末期の社会こそ、まさ

しく、大衆文化の興隆期であり、そこに、
こ う り ゅ う き

階級の交代と新しい性格の文化の出現を

見出す・・・国貞の濫作は、よくも悪し
ら ん さ く

くも、時代の象徴である」（瀬本慎一）
せ ぎ

国貞は「江戸名所百人美女」や「江戸

自慢」で両国の夕涼、洲崎二十六夜、五
ゆうすずみ

百羅漢施餓鬼など、江東に取材した作品
ら か ん せ が き

を描き、1864（元治元）年12月15日、79

歳で世を去り、亀戸３丁目の光明寺に葬

られました。

歌
川
国
貞
「
今
風
化
粧
鏡
」

東
京
都
教
育
委
員
会
（
都
教
委
）
は
、
英
語
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
テ
ス
ト
（
Ｅ
Ｓ
Ｔ
‐
Ｊ
）
の
11
月
実
施
に
向
け
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
都
立
高
校
入
試
に
導
入
さ
れ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
受
験
生
当
事
者
や
保
護
者
に
ほ
と
ん
ど
周
知
さ
れ
て

お
ら
ず
、
教
育
現
場
で
は
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

年
金
者
組
合
江
東
支
部
（
岡
田
勲
支
部
長
）
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
関
係
で
開
け
な
か
っ
た
第
27
回
総
会
を
３
年
ぶ
り
の
６

月
18
日
に
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
経
過
報
告
と
活

動
方
針
、
役
員
体
制
な
ど
の
議
案
と
総
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
ま
し
た
。
出
席
者
は
各
団
体
か
ら
の
来
賓
含
め
て
約
30
人
。

年
金
が
6
月
15
日
支
給
か
ら
０
・
４
％
削
減
さ
れ
た
憤
り

が
、
議
案
報
告
や
来
賓
挨
拶
で
続
き
ま
し
た
。

◇
期
日
前
投
票

６
月
23
日
（
木
）
～
７
月
９
日
（
土
）

◇
参
院
選
投
開
票
日

７
月
10
日
（
日
）

〈
投
票
方
法
〉

①
選
挙
区（
候
補
者
名
）

②
比
例
代
表（
候
補
者
名・
政
党
名）

６
月
６
日
、
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
終
わ
り
の
見

え
な
い
闘
い
」
江
東
上
映
実
行
委
員
会
主
催
で
、
３
回
に

わ
た
り
上
映
さ
れ
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

上映に先だち
舞台挨拶する
宮崎信恵監督

☆

行
事
日
程

☆

○
７
月
19
日
（
火
）
19
時
～

◆
要
求
実
現
江
東
大
運
動
代
表
者
会
議

（
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
７
月
22
日
（
金
）
19
時
～

◆
公
共
一
般
江
東
支
部

非
正
規
労
働
者
大
集
会

（
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
）


